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市
で
は
平
成
7
年
4
月
1
日
か
ら

「
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に

ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

2
、
1
9
9
ト
ン

約
4
、
4
0
0
万
円
の
減
量

　
2
月
末
ま
で
の
排
出
量
を
6
年
度

と
比
較
し
た
場
合
、
「
燃
え
る
ご
み
」

は
ー
、
0
5
0
ト
ン
の
減
で
率
に
し
て

約
9
・
2
％
の
減
、
ま
た
「
燃
え
な
い

ご
み
」
は
ー
、
1
4
9
ト
ン
の
減
で
約

19

・
4
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

（単位：トン）〈ごみ処理量の推移〉

燃えるごみ

11，366

燃えないごみ

5，923 □平成6年度
翻平成7年度

1∩　∩∩∩10．0005，0000

　
6
年
度
の
処
理
経
費
が
ー
ト
ン
当

た
り
約
2
万
円
で
す
の
で
、
約
4
、

4
0
0
万
円
の
節
減
に
な
り
ま
し
た
。

資
源
こ
み
収
集
の
状
況

　
昨
年
の
4
月
か
ら
今
年
の
2
月
末

ま
で
で
「
紙
類
」
は
5
8
9
ト
ン
、

「
鉄
・
ア
ル
ミ
類
」
は
2
4
8
ト
ン

の
計
8
3
7
ト
ン
が
「
資
源
ご
み
」

と
し
て
収
集
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

ご
み
排
出
量
の
う
ち
、
率
に
し
て
5
・

3
％
が
再
資
源
化
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

今
後
の
減
量
化
・

　
　
　
　
再
資
源
化
対
策

■
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
協
力
店

　
ご
み
処
理
量
の
増
大
を
抑
制
す
る

た
め
に
、
商
品
の
簡
易
包
装
や
リ
サ

イ
ク
ル
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
小
売

販
売
店
か
ら
協
力
店
に
な
っ
て
い
た

だ
き
、
消
費
者
・
販
売
店
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
ご
み
の
減
量
化
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

■
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
の
補
助

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の

量
を
減
ら
す
た
め
に
、
市
内
に
住
所

を
有
す
る
人
が
「
生
ご
み
処
理
容
器

取
扱
店
」
と
し
て
登
録
し
て
い
る
お

店
か
ら
容
器
を
購
入
し
た
場
合
、
半

額
を
補
助
し
ま
す
。

■
「
鉄
・
ア
ル
ミ
類
専
用
カ
ゴ
」
の

　
配
置

　
昨
年
、
ビ
ン
類
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
が
「
鉄
・
ア
ル
ミ
類
」
の
中
に
混

入
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
川
治
地
区

と
十
日
町
西
部
地
区
を
モ
デ
ル
地
区

に
「
鉄
・
ア
ル
ミ
類
専
用
カ
ゴ
」
を

配
置
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
4
月
末

こ
ろ
に
残
り
の
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

対
象
と
し
て
配
置
し
ま
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ク
化

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

隣
接
地
に
建
設
し
た
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
（
資
源
ご
み
の
一
時
保
管
庫
で
鉄

骨
一
部
2
階
建
て
、
延
床
面
積
約
3

5
0
㎡
）
を
活
用
し
、
団
体
や
個
人

を
対
象
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
ま
す
。

　
な
お
、
施
設
の
概
要
や
利
用
方
法

に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

資
源
こ
み
収
集
の
お
願
い

　
「
鉄
・
ア
ル
ミ
類
」
の
中
に
ビ
ン

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
混
ざ
っ
て
い

る
と
、
収
集
さ
れ
ず
に
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
処
理
の
た
め
に
町
内
の
役

員
の
方
が
相
当
な
労
力
を
費
や
し
て

い
ま
す
。
「
鉄
・
ア
ル
ミ
類
」
以
外
の

物
を
混
入
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

市
民
一
斉
清
掃
の
日

　
市
政
3
0
周
年
を
記
念
し
て
始
め
た

「
市
民
一
斉
清
掃
の
日
」
は
、
今
年

で
1
3
年
目
を
迎
え
ま
す
。
実
施
期
問

は
5
月
か
ら
n
月
の
毎
月
1
0
日
で
す
。

　
雪
消
時
は
特
に
「
ご
み
」
が
目
立

ち
ま
す
。
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る

地
域
を
清
潔
に
し
、
美
観
を
保
つ
た

め
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
清
掃
の
場
所

　
町
内
の
道
路
・
側
溝
・
公
園
・
空

き
地
な
ど
で
す
。
　
　
　
　
）

油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意

　
毎
年
、
市
内
で
油
の
流
失
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。
油
が
流
失
す
る
と

水
田
や
井
戸
（
地
下
水
）
な
ど
に
害

を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
貯
蔵

タ
ン
ク
や
配
管
等
の
点
検
を
行
い
流

失
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

単
独
処
理
●

合
併
処
理
浄
化
槽
の
点
検

　
浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水
を
常
時
監

視
し
、
悪
臭
を
放
つ
よ
う
な
異
常
を

感
じ
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
清
掃
や

管
理
を
委
託
し
て
い
る
契
約
業
者
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て

い
る
定
期
点
検
は
必
ず
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

2



でみんな

　
今
年
1
0
月
1
日
の
第
一
期
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
当
間
高
原
リ
ゾ
i
ト
の
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
や
、
環
境
監
視
委
員

会
が
実
施
し
た
平
成
7
年
度
の
調
査

概
要
、
活
動
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト

環
境
監
視
委
員
会
の
活
動

　
平
成
5
年
5
月
に
十
日
町
市
と
㈱

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
と
で
締
結
し
た

環
境
保
全
協
定
は
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発

に
よ
る
公
害
を
未
然
に
防
止
す
る
と

と
も
に
、
良
好
な
自
然
環
境
を
保
つ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
定
書
に
基
づ
い
た
環
境
保

全
計
画
書
に
は
、
水
質
汚
濁
の
防
止
、

農
薬
等
の
適
性
使
用
、
水
質
の
監
視

測
定
地
点
及
び
測
定
内
容
が
具
体
的

に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
環
境
監
視
委
員
会
の
設
置
と
役
割

に
つ
い
て
も
、
協
定
や
環
境
監
視
要

項
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
基
づ
い
た
7
年
度
の
監

視
活
動
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
環
境
監
視
委
員
会
の
開
催

　
7
年
度
は
2
回
開
催
し
ま
し
た
。

第
1
回
目
は
、
委
員
長
、
副
委
員
長

の
選
出
、
水
質
検
査
立
ち
会
い
の
日

程
に
つ
い
て
の
協
議
、
工
事
（
珠
川
）

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
や
現

状
把
握
の
た
め
に
現
地
を
視
察
し
ま

し
た
。
第
2
回
目
は
7
年
度
の
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果
や
環
境
監

視
活
動
及
び
8
年
度
の
農
薬
・
肥
料

等
薬
剤
使
用
計
画
の
報
告
そ
し
て
、

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
計
画
、
水

質
検
査
立
ち
会
い
日
程
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

圃
水
質
検
査
立
ち
会
い

　
　
　
　
　
　
（
7
年
度
か
ら
実
施
）

　
調
整
池
2
か
所
、
当
問
川
下
流
、

市
之
沢
川
、
水
沢
川
の
河
川
3
か
所
、

リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
内
外
の
民
家
井
戸

等
の
地
下
水
7
か
所

顯
購
議
懸
纏

．
螺
羅
鱗
、
脱
．
蝿

　
　
　
　
き

　
き
　
ズ
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ド

■
立
ち
会
い
期
問

　
7
年
8
月
か
ら
1
2
月
ま
で
の
毎
月

1
回

■
水
質
検
査
項
目

全
窒
素
、
全
リ
ン
の
ほ
か
、
イ
プ

ロ
ジ
オ
ン
、
フ
ル
ト
ラ
ニ
ル
、
ア
セ

フ
ェ
ー
ト
な
ど
農
薬
9
種
類

　
水
質
検
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
監

視
基
準
値
・
水
質
目
標
値
を
下
回
っ

て
い
ま
し
た
。
8
年
度
は
4
月
か
ら

水
質
検
査
の
立
ち
会
い
を
実
施
す
る

な
ど
、
厳
正
に
監
視
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

㈱
当
間
高
原

　
　
　
リ
ゾ
ー
ト
の
活
動

■
農
薬
等
の
挙
動
分
析
調
査

　
　
　
　
　
（
環
境
実
験
ほ
場
調
査
）

　
年
間
を
通
じ
た
農
薬
等
の
流
出
状

況
を
調
査
し
、
今
後
の
水
質
監
視
、

農
薬
等
の
使
用
に
関
す
る
基
礎
資
料

と
す
る
目
的
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
集
水
池
に
お
け
る
農

薬
成
分
や
肥
料
（
窒
素
、
リ
ン
濃
度
）

に
対
す
る
水
質
測
定
は
す
べ
て
監
視

基
準
値
以
下
で
し
た
。

■
動
植
物
に
か
か
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　
調
査

　
こ
の
調
査
は
、
植
物
相
と
動
物
相

の
変
化
を
継
続
的
に
調
査
し
、
事
業

に
よ
る
影
響
を
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
5
年
度
と
の
比

較
で
は
大
き
な
変
化
は
な
く
、
動
植

物
に
及
ぼ
す
影
響
は
な
い
も
の
と
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

■
工
事
時
の
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

　
査

　
工
事
の
施
工
に
伴
っ
て
発
生
す
る

濁
水
の
状
況
を
監
視
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
調
整
池
2
地
点
、

市
之
沢
川
、
当
間
川
の
計
5
地
点
で

測
定
し
ま
し
た
。
検
査
項
目
は
、
P

H
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）
、
S
S
（
浮

遊
物
質
量
）
、
B
O
D
（
生
物
的
酸
素

要
求
量
）
、
全
窒
素
、
全
リ
ン
、
容
解

性
鉄
、
濁
度
の
7
項
目
で
す
。
そ
の

結
果
、
河
川
に
お
け
る
S
S
項
目
を

除
い
て
す
べ
て
水
質
目
標
値
以
下
で

し
た
。

　
S
S
に
つ
い
て
は
、
降
雨
後
の
影

響
に
よ
る
濁
水
な
ど
で
、
水
質
目
標

値
を
上
回
っ
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。

■
8
年
度
の
農
薬
等
使
用
計
画

　
8
年
度
の
農
薬
使
用
量
は
、
7
2

9
・
7
6
㎏
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

肥
料
は
1
3
0
、
5
8
2
㎏
、
土
壌
改

良
剤
は
1
3
2
、
9
5
1
・
4
㎏
の
使

用
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水質測定結果は基準値以下でした

平成8年4月10日号3
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国
土
利
欝
討
醐
法
の

　
　
　
　
　
　
　
ね
ら
い

　
国
土
利
用
計
画
法
は
、
国
土
の
総

合
的
で
計
画
的
な
利
用
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
地
価
の
安
定
を
図

り
、
土
地
の
乱
開
発
の
未
然
防
止
や

遊
休
地
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
こ
の
法
律
は
土
地
の
投
機
的
取
引

や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱
開
発

な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
土
地
取

引
に
つ
い
て
届
出
制
を
設
け
て
い
ま

す
。
下
表
の
一
定
面
積
以
上
の
土
地

の
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
知
事
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
て
も
合

計
す
る
と
一
定
面
積
以
上
に
な
る
一

団
の
土
地
取
引
に
つ
い
て
も
、
届
出

が
必
要
で
す
。

〈
一
団
の
土
地
取
引
〉

土地）　買う人
（イ）一一→Aさん
（口）一一・Bさん
（八）一一→Gさん
（二）一一→Dさん

一鍵面積

（
《
＼

臥
赫

売
　
　
甲

塗

　（土地）　買う人

至ilミ》さん

蘂一建薗積

瑠脇売る人

鐙風　　　　　　　　甲さん

　　　鰹畿国辮燕繋鞠

　　　　　　　　売る人
　　　　　　　　甲さん

　跡鼎轟些穏緯丙さん
　　八　　幽　　丁さん

　　　鱗繕鎌麟蝋講

騒
患
か
ら
契
約
ま
で

　
契
約
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

取
引
の
当
事
者
（
売
買
の
場
合
で
あ

れ
ば
売
主
と
買
主
）
・
は
、
取
引
の
予

定
価
格
や
利
用
目
的
を
記
入
し
た
知

事
あ
て
の
届
出
書
を
、
契
約
を
結
ぶ

6
週
間
前
ま
で
に
市
役
所
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
届
出
用
紙
は
、
市
役

所
に
あ
り
ま
す
。

　
届
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引
価

格
と
利
用
目
的
に
つ
い
て
審
査
し
、

不
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
取
引
の

口蘭麟懸覇懸

雛鐵開雛幾購麟糠孫

　懸i癒潔一総翔繍

中
止
ま
た
は
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
場
合
に

は
、
届
出
日
か
ら
6
週
間
以
内
に
勧

告
を
し
な
い
旨
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

こ
の
通
知
を
受
け
取
れ
ば
、
契
約
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
届
出
の
面
積
区
分
〉

右記以外
都市計画

区　　域
区
分

水下吉
沢条田
地地地
区区区

六川中十
箇治条日
地地地町
区区区地
　　　区

地
区
名

10，000m2

　以上

5，000m2

　以上
面
積

騒
轟
が
必
要
な
血
地
叡
引

　
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土
地
取

引
は
、
次
の
要
件
の
も
の
で
す
。

o
売
　
買

o
共
有
持
分
の
譲
渡

o
営
業
譲
渡

o
譲
渡
担
保

o
代
物
弁
済

o
交
　
換

o
予
約
完
結
権
・
買
戻
権
等
の
譲
渡

o
地
上
権
・
貸
借
権
の
設
定
、
譲
渡

　
3
月
22
日
に
国
土
庁
か
ら
平
成
8

年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
価
公
示
は
、
都
市
計
画
区
域
内

の
各
地
域
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を

し
て
い
る
土
地
（
こ
れ
を
標
準
地
と

い
い
ま
す
）
を
選
ん
で
そ
の
適
正
な

土
地
価
格
を
公
表
し
、
土
地
を
売
買

す
る
際
の
目
安
に
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
ま
た
地
価
公
示
価
格
は
、

不
動
産
鑑
定
士
が
鑑
定
評
価
を
行
う

場
合
や
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
が

公
共
用
地
等
を
買
う
場
合
の
基
準
と

さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
県
知
事
が
国

土
利
用
計
画
法
に
基
づ
い
て
土
地
売

買
等
の
届
出
が
あ
っ
た
土
地
の
取
引

価
格
の
審
査
を
す
る
と
き
の
基
準
と

も
さ
れ
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

土
地
売
翼
の
と
豊
は

　
地
樋
公
示
緬
格
を

　
　
　
　
　
　
調
べ
ま
し
よ
う

　
土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅

か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道
の
整
備
状

況
な
ど
の
土
地
の
条
件
を
標
準
地
と

比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ
そ

の
価
格
が
分
か
り
ま
す
。
地
価
公
示

価
格
は
1
月
1
日
現
在
の
価
格
で
す

の
で
、
そ
の
後
の
地
価
動
向
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
土
地
売
買

の
時
に
は
、
ま
ず
、
地
価
公
示
価
格

を
調
べ
売
買
の
目
安
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
地
価
公
示
の
ほ
か
、
県
で

は
市
内
（
宅
地
7
か
所
、
山
林
1
か

所
）
の
地
価
調
査
を
実
施
し
、
毎
年

10

月
に
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
価
格
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
市
内
の
地
価
公
示
価
格
〉

　
　
〈
平
成
8
年
1
月
1
日
現
在
価
格
〉

所
　
　
在

価
格
（
円
／
雌
）

地準標

字
西
浦
寅
甲
7
3

　
　
（
西
浦
東
）

　
　
￥

6
0
0
　
7
／
∩
U
∩
》

住
吉
町
1
3
5

　
　
　
　
（
島
）

　
　
￥

つ
D
Ω
u
　
Q
》
∩
∪
0

寿
町
2
丁
目

2
－
2
8

　
　
（
寿
町
2
）

　
　
￥

だ
Q
O
　
　
可
⊥
0
0

字
西
三
ノ
町

寅
甲
2
5
－
甲

　
　
（
本
町
3
）

　
　
、

∩
∠
0
∩
∪
　
0
0
0

字
道
下
5
4
9

外　
（
本
町
1
上
）

　
　
、

Q
》
3
　
　
【
」
0
0

地
鰯
公
示
は
衛
役
斯
で

簡
単
に
闘
覧
で
き
ま
す

　
標
準
地
の
地
価
、
標
準
地
が
接
す

る
道
路
の
種
類
・
幅
員
、
標
準
地
の

周
辺
の
土
地
利
用
状
況
等
を
細
か
く

記
載
し
た
地
価
公
示
の
関
係
書
面

は
、
市
役
所
に
県
内
の
も
の
が
全
部

揃
え
ら
れ
て
い
て
、
誰
で
も
簡
単
に

閲
覧
で
き
ま
す
。

4



悪
皿
難
の
∞
　
態
“
・
．
譲
の

　
　
　
　
　
　
　
5
月
2
目
㊧
・
3
圖
響

き
も
の
の
里
を
き
も
の
で
歩
こ
う

　
　
　
　
～
新
緑
ま
ぶ
し
い
市
内
の
散
策
を
し
ま
せ
ん
か
～

　
き
も
の
の
ま
ち
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
知
人
・
友
人
を
誘
っ
て
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
と
　
き
　
5
月
3
日
働
午
前
1
0
時
3
0
分

～
午
後
3
時
3
0
分
（
受
付
8
時
3
0
分

　
～
9
時
3
0
分
）

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
－
1
）

■
参
加
費
　
5
千
円
（
当
日
徴
収
）

■
定
　
員
振
袖
0
3
0
人
　
付
下
げ
H

　
5
人
　
紬
H
5
人
（
先
着
順
）

■
用
意
す
る
も
の
　
白
足
袋
、
肌
じ
ゅ
ば

　
ん
、
裾
よ
け
、
タ
オ
ル
4
～
5
枚

■
申
し
込
み
4
月
2
5
日
㈲
ま
で
に
、
希

　
望
す
る
き
も
の
の
種
類
・
住
所
・
氏
名
・

　
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
十
日

　
町
市
観
光
協
会
（
〒
螂
十
日
町
市
西
寺

　
町
　
旧
織
物
会
館
内
盈
5
7
1
3
3
4

　
5
）
へ
。

時
代
衣
装
パ
レ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　
時
代
劇
に
出
て
く
る
よ
う
な
衣
装
を
着

て
、
き
も
の
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
と
　
き
　
5
月
3
日
樹
午
後
0
時
5
0
分

～
■
集
　
合
　
午
前
9
時
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日

町
（
本
町
5
）

■
定
　
員
　
男
性
2
7
人
　
女
性
2
4
人
（
先

着
順
）

一
申
し
込
み
　
4
月
2
3
日
㈹
ま
で
に
十
日

町
市
観
光
協
会
へ
。纐

お
楽
し
み
抽
せ
ん
会

　
　
～
き
も
の
を
着
て
な
き
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
当
た
ら
な
い
～

　
き
も
の
を
着
て
歩
行
者
天
国
の
5
か
所

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
（
朝
日
堂
前
・
の

と
や
前
・
十
日
町
商
事
前
・
水
国
織
物
前
・

ク
ロ
ス
ー
0
）
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
3
か
所

の
ス
タ
ン
プ
が
あ
れ
ば
あ
な
た
に
も
ビ
ッ

グ
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

■
発
券
・
チ
ェ
ッ
ク
時
間

　
正
午
～
午
後
2
時
3
0
分

■
抽
選
会

　
午
後
2
時
4
0
分
～
3
時
1
5
分

　
本
町
3
丁
目
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ス
歩
行
者

　
天
国
特
設
ス
テ
ー
ジ

■
賞
　
品

　
特
別
賞
（
当
日
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
て
発

　
表
）
1
人
、
十
日
町
の
新
し
い
コ
ン
セ

プ
ト
の
き
も
の
『
散
歩
着
』
5
人
、
お

楽
し
み
賞
　
　
（
商
店
街
協
賛
賞
品
）
9
0

　
人

◆
5
月
2
日
㈱

　
正
午
～
午
後
2
時
3
0
分

◆
塩
之
又
森
林
公
園

一
会
費
4
千
円

■
定
員
1
5
0
人
（
定
員
に
な
り
次

　
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
　
4
月
2
6
日
働
ま
で
に
、
会

　
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
直
接
申
し
込
み
　
観
光
協
会
ま
た
は
ク

　
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
－
1
）
受
付
へ
。

◎
電
話
申
し
込
み
　
農
林
課
林
政
農
災
係

　
（
費
5
7
－
3
1
1
1
）
ま
た
は
林
福
市

　
（
奮
5
2
1
2
2
2
0
）
に
電
話
で
申
し

　
込
ん
だ
後
、
郵
便
振
替
で
会
費
を
納
入

　
し
て
く
だ
さ
い
。

［
振
替
口
座
］

　
〒
蝿
十
日
町
市
千
歳
町
3
1
3
十
日
町

市
役
所
農
林
課
内
　
塩
之
又
森
林
公
園

謬
、

行
事
部
会
宛

口
座
番
号
髄
ニ
イ
ガ
タ
0
0
6
8
0
－

8
1
1
6
1
「
D
3

◆
午
前
”
時
～
正
午

◆
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
－
1
）

■
内
　
容
　
お
祝
い
の
こ
と
ば
・
市
民
憲

章
朗
読
・
記
念
演
奏
・
交
流
パ
ー
テ
ィ

■
そ
の
他
　
市
外
転
出
者
で
ま
だ
案
内
の

届
い
て
い
な
い
人
は
十
日
町
市
公
民
館

　
（
智
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
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32人に市民ほう賞

　
平
成
7
年
度
市
民
ほ
う
賞
の
表
彰
式
が

3
月
2
9
日
働
市
役
所
で
行
わ
れ
、
32
人
に

本
田
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
長

年
市
政
の
進
展
や
産
業
振
興
、
保
健
体
育
、

防
災
、
福
祉
の
増
進
な
ど
に
貢
献
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
市
政

功
労
者
と
し
て
、
十
日
町
市
ほ
う
賞
規
則

に
基
づ
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ

れ
た
32
人
を
紹
介
し
ま
す
。

　
※
自
治
功
労

丸
山
喜
平
さ
ん
（
吉
田
山
谷
・
7
3
歳
）

半
間
　
　
正
さ
ん
（
高
田
町
2
・
65
歳
）

庭
野
誠
助
さ
ん

　
　
　
　
　
（
田
中
町
本
通
り
・
69
歳
）

野
上
和
男
さ
ん

西
川
勝
雄
さ
ん

飯
塚
洲
司
さ
ん

齋
木
　
實
さ
ん

村
山
隆
太
郎
さ
ん

八
島
　
勉
さ
ん

（
高
島
1
・
6
5
歳
）

（
四
日
町
2
・
5
8
歳
）

（
水
沢
市
ノ
沢
・
68
歳
）

（
落
之
水
・
6
5
歳
）

（
西
浦
町
東
・
6
5
歳
）

（
田
川
町
3
・
61
歳
）

　
※
産
業
振
興
功
労

佐
藤
榮
作
さ
ん

　
　
　
　
　
（
四
日
町
新
田
3
・
64
歳
）

水
落
郁
雄
さ
ん

根
津
誠
一
さ
ん

関
口
房
市
さ
ん

　
※
福
祉
功
労

島
田
久
藏
さ
ん

保
坂
利
隆
さ
ん

　
　
　
き
　
か
く

平
野
喜
穫
さ
ん

庭
野
宏
平
さ
ん

酒
井
シ
ゲ
さ
ん

（
駅
通
り
・
6
3
歳
）

（
若
宮
町
・
6
8
歳
）

（
加
賀
糸
屋
町
・
67
歳
）

（
本
町
5
・
6
9
歳
）

（
南
鐙
坂
・
72
歳
）

（
八
幡
田
町
・
68
歳
）

（
江
道
・
7
5
歳
）

（
稲
荷
町
4
・
71
歳
）

　
※
保
健
体
育
功
労

須
藤
ミ
チ
さ
ん

　
　
　
　
　
（
下
条
中
央
通
り
・
78
歳
）

庭
野
ユ
キ
さ
ん
（
赤
倉
・
79
歳
）

鈴
木
幸
子
さ
ん
（
水
口
・
61
歳
）

　
　
よ
ね
　
こ

霜
垣
米
子
さ
ん
（
麻
畑
・
6
6
歳
）

湯
澤
謙
一
さ
ん
（
学
校
町
1
・
55
歳
）

　
※
防
災
功
労

田
村
久
夫
さ
ん
（
谷
内
丑
1
・
5
5
歳
）

　
　
こ
う
ぞ
う

玉
田
庚
三
さ
ん
（
四
日
町
3
・
5
5
歳
）

植
木
敏
明
さ
ん
（
土
市
4
・
53
歳
）

　
※
統
計
功
労

金
澤
誠
一
さ
ん
（
太
田
島
1
・
5
9
歳
）

柳
守
一
さ
ん
（
吉
田
山
谷
・
5
7
歳
）

　
　
よ
し
　
の
り

関
由
昇
さ
ん
（
上
新
田
2
・
5
5
歳
）

　
※
寄
附
功
労

関
口
四
郎
さ
ん
（
昭
和
町
1
・
8
3
歳
）

　
　
た
か
　
じ

富
井
高
二
さ
ん
（
珠
川
・
6
8
歳
）

大
井
田
　
修
さ
ん
（
東
京
郡
・
67
歳
）
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、

　
3
月
2
3
日
ω
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成

7
年
度
献
血
功
労
者
（
団
体
）
の
感
謝
状

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
愛
の
献
血
に
協
力
い

た
だ
い
た
個
人
㎜
人
と
2
団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

献
血
5
0
回
以
上
の
個
人
と
2
団
体
を
次

の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。

　
　
個
人
（
蜘
回
）

矢
口
　
寛
さ
ん
　
（
加
賀
糸
屋
町
）

阿
部
正
彦
さ
ん
　
（
稲
荷
町
4
）

山
田
久
子
さ
ん
　
（
四
日
町
3
）

　
　
個
人
（
㎜
回
）

高
橋
芳
邦
さ
ん
　
（
稲
荷
町
西
）

　
　
個
人
（
珊
回
）

春
日
勝
由
さ
ん
　
　
（
小
泉
2
）

　
　
個
人
（
㎜
回
）

市
川
陽
子
さ
ん
　
（
為
永
）

南
雲
幸
次
さ
ん
　
（
中
村
）

佐
藤
一
弘
さ
ん
　
（
下
川
原
町
）

　
　
個
人
（
8
0
回
）

金
澤
一
雄
さ
ん
　
　
（
太
田
島
1
）

上
村
隆
平
さ
ん
　
（
北
新
田
1
）

前
川
寿
郎
さ
ん

　
南
雲
和
幸
さ
ん

村
山
　
勇
さ
ん

橋
本
道
世
さ
ん

酒
井
　
誠
さ
ん

　高

野
徳
一
さ
ん

上
村
松
雄
さ
ん

関
口
弘
治
さ
ん

若
井
雄
二
さ
ん

水
落
正
勝
さ
ん

　
　
個
　
人
（
5
0
回
）

富
井
雄
一
さ
ん

平
岡
久
美
さ
ん

山
口
誉
士
夫
さ
ん

小
川
　
清
さ
ん

丸
山
和
猪
さ
ん

大
島
厚
子
さ
ん

高
木
京
子
さ
ん

、
高
橋
忠
則
さ
ん

　
　
団
　
　
体

紺
商
株
式
会
社

有
限
会
社
福
対
協

（
田
川
町
－
）

（
安
養
寺
）

（
伊
達
2
）

（
上
原
）

（
学
校
町
－
）

（
千
歳
町
）

（
土
市
3
）

（
土
市
2
）

（
稲
荷
町
3
北
）

（
高
島
1
）

（
稲
荷
町
3
北
）

（
本
町
6
－
3
）

（
馬
場
2
）

（
西
本
町
－
）

（
土
市
3
）

（
本
町
－
下
）

（
栄
町
）
、

（
学
校
町
－
）

愛の献血にこれからもご協力をお願いします

　
～
行
政
組
織
の
見
直
し
を
来
年
度
に
控
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
異
動
規
模
は
最
小
限
～

　
3
月
31
日
付
と
4
月
1
日
付
で
人
事
異

動
を
行
い
ま
し
た
。
課
長
補
佐
級
以
上
の

異
動
と
退
職
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
見
方
は
、
▼
新
職
（
旧
職
）
氏
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
月
－
日
付
）

〈
課
長
級
〉
　
5
人

▼
企
画
人
事
課
長
・
企
画
人
事
課
企
画
室

長
（
企
画
人
事
課
長
）
若
井
雄
二
　
▼
総

務
課
長
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　
（
税
務
課
長
）
村
山
正
隆
　
▼
税
務
課
長

　（

企
画
人
事
課
企
画
室
長
）
三
谷
　
尚

▼
学
校
教
育
課
長
（
学
校
教
育
課
指
導
管

理
主
事
）
大
島
紘
一
　
▼
学
校
教
育
課
指

導
管
理
主
事
（
市
立
飛
渡
第
一
小
学
校
長
）

山
田
裕
信

〈
課
長
補
佐
級
〉
　
n
人

▼
企
画
人
事
課
企
画
室
副
参
事
広
域
行
政

担
当
（
水
道
局
次
長
事
務
係
長
）
桑
原
　
功

▼
市
民
課
長
補
佐
（
市
民
課
長
補
佐
市
民

係
長
）
佐
藤
正
之
　
▼
保
健
衛
生
課
長
補

佐
国
保
係
長
（
保
健
衛
生
課
長
補
佐
）
上

村
松
雄
　
▼
会
計
課
長
補
佐
出
納
係
長

（
保
健
衛
生
課
国
保
係
長
）
池
田
信
子

▼
体
育
課
長
補
佐
（
体
育
課
長
補
佐
体
育

係
長
）
藤
田
八
郎
　
▼
水
道
局
次
長
建
設

係
長
（
農
林
課
林
政
農
災
係
長
）
野
口
五

十
三
　
▼
総
務
課
副
参
事
管
財
係
長
（
総

務
課
管
財
係
長
）
保
坂
雅
男
　
▼
農
林
課

副
参
事
農
業
振
興
係
長
（
区
画
整
理
課
事

業
第
一
係
長
）
平
野
貞
雄
　
▼
農
林
課
副

参
事
林
政
農
災
係
長
（
水
道
局
建
設
係
長
）

樋
ロ
一
雄
　
▼
区
画
整
理
課
副
参
事
事
業

第
一
係
長
（
農
林
課
副
参
事
農
業
振
興
係

長
）
保
坂
浩
司
　
▼
社
会
福
祉
事
務
所
副

参
事
高
山
保
育
所
長
（
高
山
保
育
所
長
）

太
田
梅
子

〔
退
職
者
〕
　
1
4
人
（
3
月
3
1
日
付
）

▼
村
山
悦
司
（
総
務
課
長
・
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長
…
十
日
町
地
域
広
域
事
務

組
合
へ
）
　
▼
大
川
　
博
（
学
校
教
育
課

長
…
新
潟
県
教
育
委
員
会
へ
）
　
▼
阿
部

光
子
（
会
計
課
長
補
佐
出
納
係
長
）

▼
上
村
和
子
（
市
民
課
年
金
係
長
）

▼
南
雲
文
子
（
北
原
保
育
所
長
）
　
▼
根

津
静
子
（
税
務
課
市
民
税
係
主
査
）

▼
服
部
マ
チ
（
監
査
委
員
事
務
局
主
査
・

公
平
委
員
会
書
記
…
十
日
町
地
域
広
域
事

務
組
合
へ
）
　
▼
高
橋
輝
子
（
下
条
保
育

所
副
所
長
）
　
▼
福
崎
勝
幸
（
水
道
局
建

設
係
主
任
）
　
▼
大
島
伸
一
（
総
務
課
財

政
係
主
事
）
　
▼
曽
根
一
真
（
総
務
課
総

務
管
理
係
自
動
車
運
転
手
…
十
日
町
市
川

西
町
衛
生
施
設
組
合
へ
）
　
▼
井
ロ
カ
ズ

（
教
育
委
員
会
主
任
給
食
調
理
員
）

▼
上
村
　
匠
（
教
育
委
員
会
用
務
員
）

▼
石
川
哲
司
（
教
育
委
員
会
用
務
員
兼
汽

か
ん
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
月
－
日
付
）

〈
消
防
長
〉

▼
消
防
監
・
消
防
長
・
組
合
事
務
局
長
（
十

日
町
市
よ
り
）
村
山
悦
司

〈
課
長
級
〉
　
4
人

▼
十
日
町
地
域
家
畜
指
導
診
療
所
長
（
新

採
用
）
井
之
川
勝
一
　
▼
消
防
本
部
次

長
・
警
防
課
長
・
消
防
署
長
（
消
防
署
長
・

警
防
課
長
）
中
島
松
雄
　
▼
消
防
司
令
長

　
（
消
防
司
令
）
斎
木
薫
夫
　
▼
消
防
司
令

長
・
津
南
分
遣
所
長
（
消
防
司
令
・
警
防

課
長
補
佐
警
防
係
長
）
柳
　
茂
男

〈
課
長
補
佐
級
〉
　
4
人

▼
警
防
課
長
補
佐
警
防
係
長
（
小
隊
長
・

警
防
課
長
補
佐
）
斉
木
勘
治
　
▼
小
隊

長
・
警
防
課
長
補
佐
（
津
南
町
分
遣
所
長
）

佐
藤
敏
夫
　
▼
消
防
司
令
（
消
防
司
令
補
）

根
津
征
吉
　
▼
消
防
司
令
（
消
防
司
令
補
）

尾
身
誠
司

〔
退
職
者
》
　
4
人
（
3
月
31
日
付
）

▼
村
山
信
一
（
消
防
監
・
消
防
長
・
組
合

事
務
局
長
）
　
▼
吉
田
又
夫
（
総
務
課
付
）

▼
滝
沢
貞
一
（
と
畜
場
長
）
　
▼
涌
井
ミ

チ
（
組
合
事
務
局
総
務
課
財
政
会
計
係
長

…
十
日
町
市
へ
）

〔
退
職
者
〕
　
3
人
（
3
月
31
日
付
）

▼
小
野
塚
高
志
（
総
務
係
長
…
川
西
町
へ
）

▼
大
津
三
男
（
業
務
第
一
係
自
動
車
運
転

手
…
十
日
町
市
へ
）
　
▼
春
日
隆
重
（
業

務
第
2
係
作
業
員
）
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匙
　

　

I
I
I

E
E
i

議鞭騨篠灘鞭叢鑛

会難．騨穂・籔鶴
、鞍

■
事

務

局

　　し
「丁一企

皇企画
泉
事画人

務　事

所室課

　ド「一’総

工

事

検務
査

員課

■
税

■
市

務民

課課

■
保
健
衛
生
課

■
農

林

課

■
商
工
観
光
課

■
建

設

課

克
雪
利
雪
対
策
室

■
下
　
水
　
道
　
課

■
区
画
整
理
課

（
局
長
”
大
関
和
夫
次
長
”
保
坂
　
功
）
…
…
－
…
議
会
の
運
営
、
請
願
・
陳
情
受
理
、
会
議
録
の
作
成

礫
醤
聾
凸
雛
籍
騨
一
擁
畷
罪
漸
政
組
峨
庁
議
任
免
服
贅
給
与
等
全
般

（
室
長
”
若
井
雄
二
補
佐
”
竹
内
増
蔵
）
…
…
…
－
総
合
企
画
調
整
、
事
務
改
善
、
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
、
広
域
市
町
村
圏
、
高
等
教
育
機
関
誘
致

（
所
長
H
丸
山
俊
久
）
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
中
央
機
関
と
の
連
絡
調
整
・
情
報
収
集
、
物
産
及
び
観
光
の
紹
介
．
宣
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
災
害
共
済
、
庁
舎
管
理

〔
礫
．

雑
羅

（
検
査
員
”
池
田
庄
平
）

〔
離

〔
難

』
谷
新
噛
〕
轟
譜
収
撫
騨
鷲
欄
糠
醐
融
特
別
土
地
保
有
税
等
の
賦
課

羅
舞
占
鮪
錐
轡
購
諺
翻
郵
蠣
糞
襯
人
権
擁
護
委
。
只
自
衛
官
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
係
…
－
医
療
対
策
、
母
子
保
健
、
疾
病
予
防
、
老
人
医
療
、
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
係
…
－
国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
、
国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
の
給
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
係
…
－
環
境
保
全
審
議
会
、
住
み
郷
、
公
害
、
ご
み
の
減
量
化
、
動
物
愛
護

　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
振
興
係
…
－
農
業
・
水
産
業
振
興
全
般
、
後
継
者
対
策
、
農
業
資
金
、
畜
産
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
林
政
農
災
係
…
…
農
林
災
害
復
旧
、
治
山
、
林
道
、
森
林
公
園
、
入
会
林
野

驚
離
臓
〕
農
地
計
画
係
－
－
ほ
場
整
備
・
農
地
開
発
事
業
の
計
画
．
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
農
地
整
備
係
…
…
ほ
場
整
備
・
農
地
開
発
事
業
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
整
備
係
…
…
農
村
総
合
整
備
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
農
道
整
備
、
か
ん
が
い
排
水
事
業

　
総
務
管
理
係
…
…
市
政
事
務
嘱
託
員
、
防
災
、
交
通
安
全
、

　
文
書
統
計
係
…
－
市
議
会
議
案
、
例
規
審
査
、
文
書
収
受
・
発
送
、
統
計

　
財
　
　
政
　
　
係
…
…
予
算
編
成
、
市
債
、
地
方
交
付
税
、
建
設
工
事
契
約
、
庁
用
物
品
購
入

　
管
財
係
…
…
市
有
財
産
（
建
設
課
所
管
分
を
除
く
）
の
取
得
・
管
理
、
土
地
開
発
基
金

…
…
…
…
…
…
－
・
…
…
…
…
－
各
種
工
事
の
履
行
・
確
認
・
検
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納
税
組
合
、
納
税
証
明
書
等

〔
讐
雛
雄
〕
－
愚
鵠

〔
難

〔
礫
…
箏
辰
辮
苫
儲
エ
耕
政
轡
踊
糠
難
蓋
墜
．
馨
諜
鯛
消
費
生
清
計
．
、
、
器

〔
礫
厩
灘
羅
〕

用土都監
　　市

地木計理

　　画

係
…
－
市
道
認
定
・
廃
止
、
道
路
橋
梁
台
帳
、
道
路
占
用
、
建
設
団
体

係
…
…
都
市
計
画
、
街
路
・
公
園
事
業
、
児
童
遊
園
地
の
管
理

係
…
－
道
路
・
橋
梁
の
新
設
・
改
良
・
舗
装
、
河
川
改
修
、
土
木
災
害
復
旧

係
…
…
市
有
財
産
（
建
設
課
所
管
分
）
の
取
得
．
管
理

〔
灌
蕪
鰹
』
凸
灘
嘱
謙
一
籠
嚢
勤
誕
蕪
臨
繕
灘
礁
『
妻
靱
『
水
資
源
対
策

醗
難
〕
轟
傘
轡
一
蠣
灘
輪
罪
鰻
賜
財
雛
理

水補瀬課
　佐　長落．．下．．

　　敬

勝志

占
舞
第
．
一
轡
“
薪
薙
罐
縫
羅
）
野
駄
ア
灘
糠
織
鐘
、
鑛
の
指
導



鞭鞭役轟甥鐵甥

「
■
地
域
開
発
室

■
社
会
福
祉
事
務
所

教育委員会

■
会

ド
教
欝 嚢鱒鑑越誠一

』鋤隅■自 一』
局務事教育機関

■
水

計道

課局

■
庶
務
管
理
課

■
学
校
教
育
課

「
学
校
給
食
共
同
調
理
場

■
社
会
教
育
課

■
体
　
　
育
　
　
課

■
市
史
編
さ
ん
室

■
文
　
化
　
財
　
課

霧
譜
講
灘
…
…
…
…
［
渠
一
糾
辮
幽
難
鮮
計
画
法

〔
盤
腿
闘
騨
麩

保高援福
　齢

育福護祉
　祉

〔
礫
離
霧
ー
出

〔
穰
蜘
鯛
輯
喜

〔
難

〔
礫

（
中
央
場
長

〔
礫

〔
難

（
室
長
”

〔
礫

■
情
報
館
建
設
準
備
室
（
室
長
．

■
公

■
博

農監選
業査蕃

委委理
］目委
貝貝目
　　貝
△〈ムススコぽ

目i
ペ　ロ　ド

事事事

民物

館館

係
－
・
…
児
童
福
祉
、
保
育
所
の
入
退
所
、
保
育
料
、
家
庭
児
童
相
談
室
、
民
生
・
児
童
委
員
、
保
護
司

係
．
・
…
・
生
活
保
護
、
身
障
精
薄
福
祉
、
母
子
・
父
子
福
祉
、
心
身
障
害
児
・
諸
手
当
、
旧
軍
人
関
係

係
－
－
－
老
人
福
祉
計
画
、
老
人
福
祉
施
設
の
整
備
、
在
宅
老
人
福
祉
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成

所
・
－
…
鐙
島
．
高
山
・
川
治
・
下
条
・
西
・
北
原
・
水
沢
・
つ
く
し
園

納
　
　
係
．
．
…
．
現
金
の
出
納
、
小
切
手
の
振
出
、
会
計
伝
票
整
理
、
決
算

事
　
　
務
　
　
係
・

維
　
　
持
　
　
係
・

建
　
　
設
　
　
係
・

浄
配
水
場
係
・

…
・
．
水
道
料
金
．
下
水
道
使
用
料
・
農
業
集
落
排
水
使
用
料
の
算
定
・
徴
収

－
…
送
配
水
管
の
維
持
管
理
、
水
量
・
水
質
対
策
、
水
道
工
事
申
込

．
…
・
水
道
拡
張
工
事
、
給
水
工
事
の
施
工

…
－
取
水
・
送
配
水
施
設
の
維
持
管
理

蕪
饗
i
庶
務
管
理
係
－
－
学
校
施
肌
謹
設
・
整
備
教
育
財
産
の
取
得
●
処
分
・
教
員
住
宅

献
鷺
麹
ー
学
校
教
育
係
－
－
就
学
霧
教
科
書
の
採
択
・
奨
茎
学
校
給
食

　
　
”
小
山
晃
一
水
沢
場
長
”
富
井
一
男
）
…
学
校
給
食
の
調
理
・
配
送

楓
欄
群
i
社
会
警
係
－
－
－
社
会
教
育
施
設
の
整
備
・
管
理

醐
田
耀
ー
体
育
係
－
－
社
会
体
嘉
設
の
設
置
・
管
理
・
体
育
団
体
の
育
成
●
指
導

星熊波樋
野木形熊
元　卯幸
一剛二治
）　　一

補
佐
．

丸
山
克
巳
）

…
．
…
・
．
市
史
編
さ
ん
の
準
備
・
資
料
収
集

　
　
文
　
化
　
財
　
係
・
…
－
文
化
財
の
保
護
、
調
査
・
発
掘
、

．
…
－
－
－
－
…
…
－
…
・
．
－
・
…
…
・
…
．
情
報
館
の
建
設
準
備

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

■
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　
　
務
　
　
局

　
　
　
　
　
務
　
　
局

　
　
　
　
　
務
　
　
局

〔
鵜
難
康
区
鴛
…

（
館
長
一
波
形
卯
二
副
館
長
口
熊
木
　
剛
）
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
所
長
”
大
渕
英
雄
）
－
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
・
中
学
校
…
…

（
局
長
u
村
山
正
隆
）
－
…
…
…
…
…
り
…
…
…
…
：

（
局
長
”
生
越
　
誠
）
・
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…

（
局
長
”
吉
沢
登
美
雄
次
長
”
中
沢
　
宏
）
・
…
…

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
事
務

慰
購
灘
舞
水
沢
●
飛
渡

…
－
博
物
館
の
運
営
．
維
持
管
理
、
展
示
会
の
開
催
、
資
料
の
収
集
・
保
管

…
－
施
設
の
使
用
、
講
座
の
開
設
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
奨
励
、
青
少
年
健
全
育
成

…
：
視
聴
覚
教
材
の
貸
出
、
理
科
教
育
の
振
興
・
専
門
的
調
査
研
究
、
小
学
校
1
9
（
ほ
か
分
校
2
）
、
中
学
校
6

．
…
・
選
挙
の
管
理
・
執
行
、
選
挙
啓
発

．
…
・
市
政
執
行
に
つ
い
て
の
監
査
、
公
平
委
員
会

．
－
－
農
地
転
用
、
農
業
者
年
金
、
出
稼
ぎ
者
対
策

F
［
と

ヒ

I
l
l
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　最近話題になっている
パソコン通信のサークルです。

このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

間い合わせは企画人事課広報広聴係盈57－31H内線213へ。

　　　　　　　騒灘一・

青年学級ホームページhttp：／／marcer．nagaokaut．ac　lp／kobakei／seien／seien．htmL

ティヒネット

TNET（Tookamachi　Nakauonuma　Educational　Ter－

mina1）は、教育活動や交流の場として利用できるように平

成3年にスタートしたパソコン通信です。現在、中魚・十

日町市の学校及び一般の人を中心に約270人が会員になって

います。お互いの地域や学校生活の様子を紹介するなど、

　　　　　　　　　郡市内のほかに加茂市や湯沢

パソコン通信ホスト局

TENT52－72991D　GUEST
Password　GUESTで体験できます　5月はワープロ、表計算、ア

町の子供たちとの交流も行わ

れています。

次にインターネットについ

て紹介します。十日町市公民

館主催の青年学級にワープ

ロ＆コンピュータというサー

クルがあります。仕事を終え

た木曜の夜7時に集まり活動

をしています。昨年の4月と

　　　　　　　　一“

一タベース等、情報処理的なことを行いました。そして、

6月にコンピュータを結んだ世界的なネットワークのイン

ターネットと出会いました。日本及び海外のホームページ

を見ているうちに、自分たちにもホームページを作ること

ができないだろうかと思い、挑戦が始まりました。インタ

ーネットで使われる言語（HTML）やビデオカメラからコ

ンピュータに入力する画像処理等も勉強しました。なんと

か電子メールのやり取りもできるようになりました。よう

やく自分たちのホームページが完成し、作ったデータを電

話回線を使って大学のコンピュータに送り、目の前に自分

たちのホームページが出てきたときはとても感激しました。

まだまだ初歩的ですが、情報を発信する楽しさを味わうこ

とができました。よろしかったら、皆さんも参加してみま

せんか。問い合わせ　十日町市公民館（智57－5011）十日

町市視聴覚ライブラリー（智57－0493）http：／／marcer．

nagaokaut．ac．jp／kobakei／welcome。htmL

O㊤
鯖
缶
の
八
ン
バ
ー
グ

襯
　
　
　
鯖
缶
の
水
煮
を
使
っ
て
へ

　
　
ー
ハ
ン
バ
ー
グ
を
作
っ
て
み

噛
　
　
　
。
　
　
　
　
マ

嚇
だ
さ
い
鯖
に
は
多
－
ク

鱒
　
　
脂
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
で
す
か
ら
骨
ご
と
食
べ
る
こ

　
　
で
き
カ
ル
シ
ウ
ム
が
と
れ
ま
廿

響
ガ
〉

繍
④
罐
鷲
く
汁
を
響

㊤⑬◎
馳
響
墨
盈
ぐ
馳
蕪

犠
之
乏
◎
驚

村山ミツエさん
（岩野・盈56－2864）

●やまな会

〔毒羅裏籠麹

鯉

　　穰鱒雛o鱒o
　　　　　　　　　謙、

　　　　　　　　　亀

材料（6人分）
鯖の水煮缶…2缶　玉ねぎ…中1個
にんじん…809　パtzリ…109

｛
卵…1個　　パン粉…609
牛乳…50cc塩、こしょう…少々
油…大さじ2

　
　
つ
U
　
噸

　
　
じ
響

　
2
さ
轡

　
じ
大
脚

　
　
ロ
　
　
ぼ

ー
さ
”
耀

じ
大
ス
嬰

さ
…
一

小
ブ
ソ
鍵

“
ン
y
腿

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　

子
ヤ
カ
糊

辛
チ
ン

洋
ケ
ト

モ
ヌ
・

ソ
　
灘
葎
繋
鷺
3
灘
叢
襲
難
薦
躍

　
②
玉
ね
ぎ
￥
に
ん
じ
ん
、
パ
セ
リ

　
　
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

’
　
◎
に
ん
じ
ん
は
さ
っ
と
熱
湯
を
通

、
　
　
し
、
パ
セ
リ
は
布
巾
に
包
ん
で

　
　
冷
水
で
あ
く
を
抜
く
。

四
　
④
ボ
ー
ル
に
①
と
②
￥
卵
￥
パ
ン

～
　
　
粉
￥
牛
乳
、
塩
、
こ
し
ょ
う
を

　
　
入
れ
、
よ
く
混
ぜ
て
か
ら
1
0
分

脚
　
　
位
ね
か
せ
る
。

㌔
　
◎
パ
ン
バ
ー
グ
の
形
に
ま
と
め
￥

欄
　
　
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
両
面

　
　
　
に
焼
き
色
を
つ
け
る
（
缶
詰
な

　
　
　
の
で
ホ
ッ
ト
ブ
レ
ー
ト
で
焼
き

囚
　
　
上
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）
。

◎鱒㊤馨翻鞍噛幽闘㊤⑫

撫
虞
傷

・鞭
、墾

撫礫鰯翻難ヘヘN麟⑳纏磯顛》翻愈
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じょうずに

購け驚船ガ
⑭所育保西

糠

松村公也くん

　（5歳）

　
　
　
　
　
　
　
齢
，
響
驚
，
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
メ
露
　
　

　
　
　
　
　
　
　
幾
曇
灘

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
『
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
　
　
　
　
　
綾
、
幾

　
　
　
　
　
　
　
曼
k

　
お
父
さ
ん
だ
よ
。
お
父
さ
ん
は
￥
ビ
デ

オ
屋
さ
ん
や
お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
る
か
ら
大
好
き
な
ん
だ
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

：本氣の本膏
⑯ガら墜．⑱か織

圏　
　
　
　
玲
子
は
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
子
で
隠
す
こ
と
が
で
き

　
　
　
な
い
気
性
で
す
ね
。
週
2
回
ほ
ど
店
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
ん
で
す
が
、
お
客
さ
ん
か
ら
本
当
の
親
子
み
た
い
だ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
き

言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
。
孫
（
祥
規
）
を
産
ん
で
か

ら
太
り
気
味
。
や
せ
て
欲
し
い
と
も
思
う
し
、

孫
が
す
ぐ
4
歳
に
な
る
か
ら
2
番
目
の
顔
も

見
た
い
し
複
雑
で
す
ね
。
こ
こ
だ
け
の
話
で

す
が
ね
、
と
き
ど
き
八
つ
当
り
す
る
ん
で
す
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
か
る

翻　　
　
高
校
時
代
か
ら
交
際
し
、
お
店
で
ア
ル
バ

イ
ト
も
し
ま
し
た
か
ら
お
母
さ
ん
の
こ
と
は
よ

く
知
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
同
じ
よ
う
な
性

格
か
な
。
お
父
さ
ん
と
同
じ
2
月
の
誕
生
日

な
の
に
私
の
を
い
つ
も
忘
れ
る
ん
で
す
よ
。
．
車

を
買
い
替
え
る
そ
う
な
ん
で
交
換
し
て
も
ら
お
う

か
な
。
ご
ま
を
す
り
ま
し
ょ
う
か
ね
。

　
　
　
　
4
年
前
に
結
婚
し
ま
し
た
。
光
さ
ん
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
内
緒
で
す
。

中
山
ス
イ
さ
ん
（
昭
和
町
1
）
と
玲
子
さ
ん
（
高
田
町
6
）
、
次
男
の
光
さ
ん
と
結
婚
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　メやインコやハムスターを飼ってい
　　　　このコーナーでは、登場していただく人を募集しています。　　　　　　　　●
　　　　問い合わせは企画人事課広報広聴係智57－3川内線213へ．　　　　3　るの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

㌧
璽

範

るを　　　　　　　　　　　教　　　　　　　　簗　　　　難　　劃盟灘議

　
父
親
が
旧
制
中
学
の
教
師
を
し
て

い
た
関
係
で
、
転
勤
先
の
「
か
ま
く

ら
」
で
有
名
な
秋
田
県
横
手
市
で
生

ま
れ
た
ん
で
す
よ
。
今
と
違
っ
て
、

昔
の
中
学
校
の
教
員
は
全
国
を
転
々

と
し
た
よ
う
で
す
。

　
横
手
市
に
い
た
の
は
4
歳
こ
ろ
ま

で
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
千

葉
県
に
移
り
住
み
、
小
学
校
の
2
年

生
ま
で
過
ご
し
、
小
学
校
3
年
の
時

は
山
形
県
で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の

後
は
新
潟
で
す
。
横
手
に
い
た
こ
ろ
、

滝沢ケイさん
（土市3）83歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係智57－3111内線213へ。

大
家
さ
ん
の
家
に
女
子
学
生
が
下
宿

を
し
て
い
て
、
遊
び
に
行
く
と
か
わ

い
い
袋
に
「
シ
ミ
モ
チ
」
を
入
れ
て

く
れ
る
ん
で
す
。
う
れ
し
か
っ
た
の

で
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
山
形
で

は
雪
が
多
い
の
と
言
葉
が
分
か
ら
な

い
の
に
困
り
ま
し
た
ね
。

　
兄
弟
は
7
人
い
た
の
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
親
元
か
ら
離
れ
て
行
き
、
父

が
恩
給
生
活
に
入
っ
た
こ
ろ
、
親
元

に
残
っ
た
の
は
私
一
人
で
し
た
。
新

潟
の
高
等
女
学
校
を
終
え
て
長
岡
の

師
範
学
校
に
入
り
、
小
学
校
の
教
員

に
な
り
ま
し
た
。
終
戦
前
ま
で
北
蒲

原
や
中
蒲
原
で
教
員
を
し
て
、
両
親

の
生
活
を
助
け
た
ん
で
す
よ
。
縁
あ

っ
て
隣
町
の
知
人
か
ら
滝
沢
の
家
を

紹
介
し
て
も
ら
い
、
嫁
に
来
た
ん
で

す
。
子
宝
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
昔
か
ら
手
を
動
か
す
の
が
好
き
だ

　
　
　
　
　
ひ
ま
ご

っ
た
ん
で
、
曾
孫
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン

や
チ
ョ
ッ
キ
も
作
る
ん
で
す
よ
。
曾

孫
か
ら
は
、
編
み
物
や
縫
い
物
を
よ

く
や
る
せ
い
か
、
「
チ
ッ
ク
ン
」
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

プ7　平成8年4月10日号
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3
月
1
6
日
㈹
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル
で
、
あ
て
ま
フ
ォ

臥
催
ー
ラ
ム
主
催
に
よ
る
「
町
づ
く
り
を
語
る
会
」
剛
開
催

を
主
さ
れ
ま
し
た
．
あ
て
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る
町
つ
く
り

例
が
先
進
地
の
事
例
を
聞
く
会
は
今
回
で
4
回
目
で
す
．

携
論
蝋
鞭
魏
購
薦
麟

の
フ
を
考
え
る
会
」
が
、
原
野
を
守
る
た
め
「
牛
一
頭
放
牧
運

囲
ま
動
」
を
展
開
、
ま
た
芸
術
面
で
も
「
音
楽
祭
や
映
画
祭
」

少
て

九
あ
な
ど
を
次
々
に
生
み
出
し
ま
し
た
．
小
国
町
で
は
、
特
産

　
　
　
　
品
の
小
国
杉
の
振
興
と
そ
れ
を
活
用
し
た
木
造
公
共
施

　
　
　
　
設
の
建
設
（
木
造
立
体
ト
ラ
ス
ト
法
に
よ
る
木
造
で
の

　
　
　
　
大
型
建
造
物
の
建
物
）
で
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ぐ
ン功

　
　
　
　
「
お
じ
い
さ
ん
●
お
ば
あ
さ
ん
と
わ
た
し
」
を
テ
ー

年
マ
に
行
わ
れ
た
小
・
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
読
売

　
・
　
　
　
新
聞
社
主
催
）
で
、
真
田
小
2
年
の
尾
身
辰
則
く
ん
が

剛
賞
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
．
こ
の
コ
ン
ク
ル
は
全
国
規

真
受
模
で
・
県
内
か
ら
は
3
8
7
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
．

（
を
　
　
　
　
　
　
　
、

ん
賞
作
文
の
内
容
は
東
京
に
出
稼
ぎ
に
皆
っ
て
い
る
お

照
秀
蓑
雛
墾
鐘
鋳
印
舗
隷
網

辰
腹
で
指
折
り
数
え
て
待
っ
た
り
し
た
こ
と
な
ど
・
お
じ
い

身
ご
さ
ん
へ
の
思
い
が
細
か
く
織
ら
れ
て
い
ま
す
・

尾
み
　
絵
を
描
く
の
は
得
意
だ
け
ど
作
文
は
ち
ょ
っ
と
苦
手

　
　
　
　
と
話
す
辰
則
く
ん
。
こ
れ
を
機
会
に
文
章
を
書
く
の
も

　
　
　
　
が
ん
ば
り
ま
す
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

スポツト

コリン・クロスビー

、

世¢5、

　l　hurt　myself　in　a　skiing　accident　last　month，and　l　先月、スキーで怪我をして、日本の健康保険のシステムを

experienced　the　Japanese　health　care　system　firsthand．直接経験しました。素晴らしい医師や看護婦による適切な処

l　am　grateful　forthe　exce”entcare　provided　bythe　highly置に大変感謝しています。アメリカでは、健康保険は通常、

qua”fied　doctors　and　nurses．ln　America　health　insurance職場を通じて民間の保険会社のものに加入しており、例外と

is　usua”y　provided　by　private　companies　through　peoples　して退役軍人、高齢者、貧しい人々への政府援助があります。

P口aces。fw。rk，withtheexcepti・n・fg・vernmentsp・n一しかし残念な力弐らこのシステムでは・多くの人が保険の恩恵

もored　care　f。r　veterans，the　elderly，and　supplements　for　を受けられません。最近、どうしたらこのシステムを改革し、

the　poor．Unfortunately　this　system　Ieaves　some　Amer一多くの人がより安く医療サービスを受けられるようになるか

icans　uninsured．Recently　there　has　been　a　heated　について、激しい論争が続いています。日本のシステムをア

debate　over　how　t。change　this　system　to　provide　メリカに適用するのは無理だという説もあるでしょうが、学

cheaper　medical　services　for　more　people．Wh”e　it　may　ぶべきこともあるのではないかと思います。

prove　impossible　to　adapt　a　Japanese　system　to　the　US，　　　　　　　　、

l　think　we　can　Iearn　some　valuable　Iessons．
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のおにぎりで

初の広域観光イベントに

200人が温かい雪国を満喫

　
3
月
1
6
日
出
・
1
7
日
㈲
、
越
後
妻
有
郷
観
光
協
議
会

（
中
魚
沼
・
東
頸
城
の
6
市
町
村
で
組
織
、
会
長
は
本

田
市
長
）
が
企
画
し
た
『
え
ち
ご
妻
有
郷
秘
湯
塾
』
に

県
内
外
か
ら
約
2
0
0
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
中
里
村
の

U
モ
ー
ル
で
の
開
講
式
後
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
希
望

市
町
村
の
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
の
「
思
い
っ
き
り
雪
遊
び
」
コ
ー
ス
に
は

子
供
連
れ
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
71
人
が
参
加
。
ニ
ツ

屋
の
旅
館
に
分
宿
し
、
餅
つ
き
や
手
打
ち
そ
ば
作
り
な

ど
を
体
験
し
た
り
、
郷
土
料
理
や
地
酒
に
舌
鼓
を
打
ち

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
7
割
強
の
皆
さ
ん
が
「
ま

た
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と
、
評
判
上
々
の
来
年
に
つ
な

が
る
雪
国
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　
3
月
2
4
日
㈲
飛
渡
第
二
小
学
校
枯
木
又
分
校
を
会
場

に
「
手
打
ち
そ
ば
の
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

催
し
は
枯
木
又
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
会
（
藤
本
吉
則

会
長
）
が
主
催
し
た
も
の
。
減
反
に
よ
る
転
作
で
栽
培

殊
黙
騰
響
散
髪
鮪
雛
縞

古
ゆ
遠
く
は
埼
玉
県
や
東
京
都
の
会
員
も
い
ま
す
・
同
会

混
市
は
、
昨
年
市
の
ま
ち
づ
く
り
特
別
補
助
事
業
の
補
助
を

ご
　
ド

そ
者
受
け
て
、
村
内
全
体
を
自
然
の
公
園
に
し
よ
う
と
自
然

　
　
　
　
の
小
径
を
作
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
参
加
者
は
、
自
分
た
ち
で
ね
っ
た
そ
ば
と
古
代
の
黒

　
　
　
　
米
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

問
保
保
盈

●

大
盛
況
だ
っ
た

　
　
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診

　
　
「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
と
い
う
病
気

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
骨
が
ス
ポ

ン
ジ
の
よ
う
に
な
り
、
骨
折
し
や
す

く
な
る
病
気
で
す
。
そ
れ
は
、
「
骨
量
」

が
大
量
に
減
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
誰
で
も
年
を
と
れ
ば
「
骨

量
」
が
減
っ
て
く
る
の
で
す
が
、
日

ご
ろ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
動
作
で
も
、

簡
単
に
骨
折
し
て
し
ま
う
く
ら
い
「
骨

量
」
が
減
っ
て
い
る
状
態
を
い
い
ま

す
。

　
女
性
が
男
性
よ
り
1
5
年
早
く
骨
粗

し
ょ
う
症
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
と

い
い
ま
す
。
で
も
、
年
を
と
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
女
性
だ
か
ら
と
い
っ

て
全
員
が
な
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う

で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
若
い
と
き

か
ら
「
骨
量
」
を
増
や
す
生
活
を
心

が
け
る
こ
と
で
予
防
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
平
成
7
年
の
9

月
、
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
で
、
2
0
歳

以
上
の
女
性
1
0
0
人
を
対
象
に
骨

粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診
を
行
い
ま
し

た
。
主
に
「
骨
量
」
を
測
る
と
い
う

検
診
で
す
が
、
お
お
ぜ
い
の
人
か
ら

受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
検
診
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
簡
単

な
説
明
と
両
手
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

で
す
。
図
1
に
あ
る
よ
う
に
、
2
0
歳

代
、
4
0
歳
代
の
人
に
「
骨
量
」
の
少

な
い
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
疑
い
の
あ

る
人
が
多
い
よ
う
で
し
た
。

　
　
　
　
　
人
人

　
均
市
　
　
2
1
0
0

　
平
町
　
　
　
8
1

　
内
日
　
　
　
　
市

　
　
ナ
　
　
　
　
サ

D
□
騒
　
轄

骨粗しょう症予防検診の結果（図

　　　　　　　　　　　　　モロロ
　　　　　　　　　　ス7a78耀

18，2

40

　　10．5

5．2騰

40　　50　　60　70歳代
　　（県衛生センター資料）

　　12．5

20　　30

　
　
％
0
0
　
　
　
　
　
5
0
　
　
　
　
　
0

　
専
門
の
医
師
は
、
散
歩
や
日
光
浴

を
含
め
た
運
動
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
た

ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
D
な
ど
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る
こ
と
の

大
切
さ
と
、
さ
ら
に
自
分
の
「
骨
量
」

を
確
認
す
る
た
め
に
、
骨
粗
し
ょ
う

症
予
防
検
診
を
毎
年
受
け
る
こ
と
を

勧
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
8
年
度
も
、
健
康
づ
く
り
フ

ェ
ア
で
2
0
0
人
を
対
象
に
し
た
検

診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
お
ぜ
い

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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E
r
E
E

　か
　け
　ま
せ

　ん
　か

地
方
分
権
推
進
講
演
会

獺
日
時
H
4
月
2
3
日
㈹
午
前
1
0
時
3
0
分

（
午
前
1
0
時
開
場
）
～
午
後
0
時
3
0
分
雛

場
所
H
新
潟
県
民
会
館
雛
入
場
料
U
無

料
雛
内
容
H
演
題
（
地
方
分
権
推
進
委
員

会
の
中
間
報
告
を
終
え
て
～
そ
の
内
容
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
る

今
後
の
課
題
～
）
講
師
（
大
森
彌
・
東
京

大
学
教
養
学
部
教
授
）
笏
申
込
み
n
4
月

16
日
㈹
ま
で
に
新
潟
県
企
画
調
整
部
企
画

課
（
盈
幡
－
旛
ー
5
5
1
1
）

凱
旋
お
笑
い
ラ
イ
ブ

霧
日
時
0
5
月
4
日
ω
午
後
7
時
～
（
6

時
3
0
分
開
場
）
笏
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ

ー
ル
％
入
場
料
n
一
般
前
売
り
3
千
円

（
当
日
3
千
5
百
円
）
高
校
生
以
下
2
千

5
百
円
（
当
日
3
千
円
）
笏
出
演
H
電
撃

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
俵

山
栄
子
（
も
の
ま
ね
）
M
A
N
Z
A
I
－

C
（
漫
才
）
雛
問
合
せ
1
1
十
日
町
専
門
店

会
協
同
組
合
（
本
町
3
智
52
1
2
7
3
8
）

日
曜
午
後
三
市

笏
日
時
ー
4
月
2
8
日
㈲
午
前
1
0
時
～
影

場
所
H
由
屋
そ
ば
（
土
市
4
）
隣
り
笏
販

売
品
H
花
の
苗
、
み
そ
、
干
し
野
菜
ほ
か

笏
問
合
せ
H
上
村
シ
ズ
エ
（
土
市
1
奮
5
8

1
3
5
4
6
）

寄付ありがとう
　　　3月25日届け出分まで（敬称略）

囹地域福祉事業へ二山本老人会代表

福崎儀八郎（10，000円）

囹社会福祉事業へ＝岡村建治（北新

田2・1，000円）

幽博物館へ＝栢森定子（昭和町1）

庭野功治（袋町東）大島トヨ（駅通

り）阿部治平（北原）村山ワカ（新

座3）玉垣好（下川原町）涌井トメ

（西浦町西）藤間定一（栄町）早川

忠（新座2）井口益夫（大黒沢2）

阿部常蔵（中条旭町）高野松平（馬

場3）平野ハツ（川西町）

※このコーナーは、毎月10日号に掲載します。

ど
ん
ぐ
り

　
　
　
お
は
な
し
の
へ
や

雛
日
時
H
4
月
2
0
日
ω
午
後
3
時
～
4

時
笏
場
所
H
十
日
町
市
公
民
館
霧
内
容

目
絵
本
、
お
は
な
し
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

ほ
か
雛
間
合
せ
H
十
日
町
市
公
民
館
図
書

室
（
智
5
7
1
5
0
1
1
）

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
　
　
　
　
4
月
の
定
期
投
影

雛
日
時
0
4
月
2
1
日
佃
・
2
8
日
㈲
午
前
1
1

時
～
4
0
分
間
笏
場
所
n
中
里
村
U
モ
ー
ル

笏
入
場
料
H
一
般
2
百
円
・
中
学
生
以
下

百
円
笏
問
合
せ
”
中
里
村
教
育
委
員
会

（
盈
63
1
4
4
7
8
）

◆
8
年
度
消
雪
対
策
事
業

　
8
年
度
異
常
豪
雪
に
よ
る
農
作
業
の
遅

延
で
農
作
物
へ
の
被
害
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
農
道
・
作
業
道
の
除
雪
に
対
し
補
助

し
ま
す
。
対
象
地
域
“
4
月
1
5
日
現
在
及

び
そ
れ
以
降
の
積
雪
深
が
概
ね
珊
㎝
以
上

の
地
域
　
対
象
事
業
”
農
道
及
び
作
業
道

の
機
械
除
雪
（
基
準
事
業
費
”
1
㎞
当
た

り
8
万
7
千
円
）
　
補
助
金
”
基
準
事
業

費
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
額
の
2
分
の
1

以
内
　
問
合
せ
“
農
林
課
農
業
振
興
係

◆
停
電
　
日
時
H
4
月
2
6
日
働
午
前
1
0

時
～
正
午
　
区
域
H
上
新
田
4
の
一
部

間
合
せ
h
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

（
盈
52
i
3
1
0
7
）

◆
羽
根
川
荘
臨
時
休
館

　
六
箇
地
区
敬
老
会
の
た
め
、
4
月
2
3
日

㈲
休
館
し
ま
す
。

◆
雪
だ
る
ま
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果

（
敬
称
略
）
　
雪
だ
る
ま
大
賞
H
高
橋
昌

人
（
高
田
町
6
）
　
優
秀
賞
n
石
澤
由
美

子
（
津
南
町
）
　
佳
作
ほ
関
口
國
雄
（
小

泉
3
）
滝
沢
朋
子
（
松
之
山
町
）
　
ユ
ニ

ー
ク
で
賞
ー
新
座
第
一
1
0
組
代
表
庭
野
良

雄
、
樋
口
英
作
（
五
軒
新
田
）
佐
藤
栄
作

（
山
本
1
）
　
ほ
の
ぽ
の
賞
H
和
木
晋
（
中

之
島
町
）
高
橋
健
吉
郎
（
川
原
町
）
桜
井

芳
信
（
広
神
村
）
　
が
ん
ば
っ
た
で
賞
口

富
井
正
子
（
馬
場
1
）
佐
藤
秀
一
郎
（
中

条
市
之
沢
）
高
橋
浩
司
（
高
田
町
1
）

平
成
8
年
度

新
潟
県
、
日
本
育
英
会
奨
学
生
募
集

　
新
潟
県
、
日
本
育
英
会
で
は
、
優
秀
な

学
生
及
び
生
徒
で
経
済
的
理
由
の
た
め
修

学
困
難
な
人
に
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

●
間
合
せ
　
新
潟
県
教
育
委
員
会
高
等
学

　
校
教
育
課
（
〒
蜘
1
7
0
新
潟
市
新
光
町

●新潟県奨学生（新潟県教育委員会取扱分）

奨学生の種類 貸与月額 募集対象
貸与
始期

月　　別　　予　　定

4 5 6 7 8 9 10 11

高校一般貸与奨学生
国公立14，000円
私　立20，000円

高校・高専 4月 募
集

選
考

決
定

大学一般貸与奨学生
自宅通学
35，000円～38，000円
自宅外通学
35，000円～45，000円

短大・大学 4月

募
集

選
考

決
定

専修学校一般貸与奨学生

高等課程高校奨学生と同額

専門課程
国公立　　　　35，000円
私立（自宅）　37，000円
私立（自宅外）42，000円

専修学校の高等
課程・専門課程

4月

特別貸与奨学生
　（交通・災害遺児）

一般貸与奨学生
と同額

高校・高専
短大・大学

随時
募集は予算の範囲内において年間
を通して行います。

●日本育英会奨学生（新潟県支部取扱分）

4
番
地
1
智
旛
－
踊
1
5
5
1
1
内
線

3
8
7
5
）

日
本
育
英
会
新
潟
県
支
部
（
〒
胴
新
潟

市
川
端
町
2
丁
目
9
番
地
・
新
潟
県
林

業
会
館
内
智
晒
－
朧
1
5
8
4
5
）

奨学生の種類 募集対象 貸与始期 募　集 決定 奨学生の種類 募集対象 貸与始期 募集 面接 決定

高校奨学生
貸与金額（自宅）

1・2年生

公立　14，000円

私立26，000円

3・4年生

公立　13，000円

私立25，000円

高　校
全学年

2次採用

について
は、最高

学年は対
象になり

ません

1次採用

〔養月か峯〕

1回目　4月 7月
高校3年生
（定時制4年生）

平成9年

　4月
5月

夏
期
休
暇
中

11月

大学第一種
奨学生（予約）

貸与金額
自宅通学

自宅外通学
2回目　6月 8月

38，000円～47，000円

44，000円～57，000円

3回目　7月 9月
中　学

3年生平成9年

　4月
5月 11月

高校・高専・

奨学生（予約）

高校公立
　　私立
高専公立
　　私立

2次採用
〔醤月圏 9月 1月

貸与金額（自宅）

　　　　　　14，000円
　　　　　　26，000円
　　　　　　17．000円
　　　　　　28，000円
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加
し
ま
せ
ん
か

青
少
年
ホ
ー
ム
受
講
生
募
集

籔
募
集
講
座
”
花
道
、
茶
道
、
料
理
、
き

も
の
着
付
け
、
社
交
ダ
ン
ス
、
テ
ニ
ス
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
籔
資
格
H
市
内
に
在
住
ガ

勤
務
し
て
い
る
1
8
～
3
0
歳
ま
で
の
勤
労
青

少
年
男
女
霧
そ
の
他
U
気
の
合
っ
た
仲
問

同
士
の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
利
用
も
募
集

雛
申
込
み
”
保
険
料
・
利
用
者
協
議
会
費

（
千
円
）
を
添
え
、
勧
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
智
5
7
－
8
9
1
8
）

リ
八
ビ
リ
教
室

霧
日
時
”
毎
週
金
曜
午
前
9
時
～
n
時

霧
場
所
”
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
霧
対
象

者
H
4
0
歳
以
上
の
体
が
不
自
由
な
人
（
病

院
で
の
リ
ハ
ビ
リ
が
終
了
し
て
い
る
人
。

ま
た
は
、
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
な
い
人
）

で
、
家
族
が
送
迎
で
き
る
人
か
自
分
で
通

え
る
人
霧
申
込
み
H
保
健
衛
生
課
保
健
衛

生
係え

ぶ
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

霧
日
時
H
4
月
1
8
日
㈲
午
後
6
時
～
8

時
霧
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
籔
内
容
目
鶏
の
グ
リ
エ
、
か
ぼ
ち
ゃ
の

ス
ー
プ
ほ
か
霧
参
加
費
月
5
百
円
（
当
日

持
参
）
雛
定
員
H
1
5
人
雛
問
合
せ
”
東
北

電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
智
52
－
3
1
0

7
内
線
講
）

〈
体
育
施
設
使
用
料
の
一
部
が
変
更
〉

　
「
年
間
使
用
券
」
と
「
個
人
使
用
券
」

の
使
用
料
と
使
用
方
法
が
一
部
か
わ
り
ま

し
た
。

　
施
設
を
共
通
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、
使
用
で
き
な
い
施
設
や
使
用

方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
霧
間
合
せ

H
総
合
体
育
館
智
5
2
1
4
3
7
7

o小・中学生は半額、幼児は無料です。幼児は高

　校生以上の同伴が必要で同伴者有料です。

○年間使用・個人使用は主に個人個人による使用

方法です。この券で専用使用はできません。

ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
、
、
、
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
（
前
期
）
〉

霧
日
時
”
4
月
1
5
日
㈲
～
（
毎
週
月
曜
午

後
7
時
3
0
分
～
9
時
）
雛
場
所
H
総
合
体

育
館
霧
対
象
口
小
学
校
4
～
6
年
生
の

男
女
霧
参
加
費
H
2
千
円
（
保
険
料
を
含

む
）
霧
申
込
み
H
4
月
3
0
日
㈹
ま
で
に
村

山
幸
男
（
ミ
ニ
バ
ス
事
務
局
・
夜
間
智
5
2

1
7
8
4
0
）

1，000円

1，800円

2，500円

3，000円

1，800円

人
人
人
人
人

1
⊥
　
，
「
⊥
　
　
「
⊥
　
　
「
⊥
　
　
で
⊥

200円1人

　3か月券
　6か月券
　9か月券
　12か月券
屋外シーズン券

1日の開場時間

年間券

個人券

〈
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
し
ま
す
〉

補
助
対
象
H
5
世
帯
以
上
の
町
内
会
や
除

雪
組
合
が
利
用
す
る
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除

雪
機
の
購
入
費
　
補
助
金
額
口
購
入
費
の

30
％
（
6
0
万
円
限
度
）
　
申
請
期
間
H
1
0

月
31
日
ま
で
　
問
合
せ
口
建
設
課
克
雪
利

雪
対
策
室

〈
労
働
保
険
料
の
申
告
・

　
　
　
　
　
　
　
　
納
付
は
お
早
目
に
〉

　
平
成
8
年
度
の
労
働
保
険
料
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
の
申
告
納
付
期
限
は
5

月
1
5
日
ま
で
で
す
。
期
限
内
に
、
正
し
く

申
告
・
納
付
し
て
く
だ
さ
い
　
問
合
せ
H

十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
（
暦
5
7
1
2
4

0
7
）
ま
た
は
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署

（
智
5
2
1
2
0
7
9
）

〈
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
！
検
察
審
査
会
〉

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の
犯

罪
の
被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
の
は
ど
う
も

納
得
で
き
な
い
。
こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

おまちしてます

おじゃまします

騰曲騒
づ群
受亥

5月は7日（火）です

時間午後7時～9時
　　　　（先着2組、1組50分）

会　場　市長室

申し込み　4月25日㈲までに企画人

事課広報広聴係へ。

※市長が皆さんの所へ出かけて話し

　合う「おじゃまします暖和室」は

　随時受け付けています。

ゆずり濠ず
ゆず，℃くだ鷺い
＊消費者協会（商工観光課費52－5569）へ。

隣繊難諜叢…一
品　　　　名 規　格 希望価格

ゴルフアイアンセット（ドライバー含む）
リンクス 相談で

田　　　植　　　機 2条植 無　料
ノノ

2条植 相談で
ノノ

4条植
／／

調　　　製　　　機 3インチ ／ノ

乾　　　燥　　　機 10石張自動 〃

家庭用カラオケ LDソフト80枚付 ／／

タ　　イ　　焼　　機 新　品 1万3千円位

エ　レ　ク　ト　ー　ン 無　料

男子用自転車 22インチ（黒） ノ／

女子用自転車 20インチ（ピンク） 〃

自　　　転　　　車 婦人用（赤） 〃

石油ス　トーブ 8～10畳用 〃

衣　類　乾　燥　機 うすいグリーン色 5千円
ド　ツグフー　ド 10kg2袋 無　料

14型テレビデオ 1万円
ゆ獲簿《くだ毒騨・一

卓球台及びネット 相談で
立
日 楽　　機 器 カスタネットタンバリン等 無　料

つ じ 糸 古いものでもよい 相談で

カ ラ　ーテ　レ ビ 中　型 3千円位

マウンテンバイク 24インチ ノ／

女性用自転車 24インチ ／／

ノマ ン　焼　き 機 2～3千円

※このコーナーは、毎月10日号に掲載します。

の
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　
問
合
せ
口

新
潟
地
方
裁
判
所
長
岡
支
部
内
長
岡
検
察

審
査
会
（
實
0
2
5
8
1
3
5
1
2
1
4
1
）

〈
海
上
保
安
学
校
生
募
集
〉

受
付
期
間
H
4
月
1
5
日
㈲
～
2
3
日
㈹

採
用
予
定
数
H
8
0
人
　
受
験
資
格
”
昭

和
4
7
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
及
び
8
年
9

月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
あ
る
人
②

高
等
専
門
学
校
の
第
3
学
年
の
課
程
を
修

了
し
た
人
③
そ
の
他
大
学
入
学
資
格
検
定

に
合
格
し
た
人
等
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る

人
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

試
験
日
口
第
1
次
試
験
5
月
2
6
日
㈲
、
第

2
試
験
7
月
9
日
㈹
～
n
日
㈲
の
う
ち
1

日
　
試
験
地
け
新
潟
市
　
問
合
せ
H
第

九
管
区
海
上
保
安
本
部
人
事
課
（
〒
蜘
新

潟
市
万
代
2
－
2
i
1
暦
0
1
2
0
ー
姐

－
鵬
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

〈
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
募
集
〉

募
集
人
員
H
1
人
（
男
女
問
わ
ず
）
　
資

格
”
1
8
～
5
0
歳
、
学
歴
不
問
、
要
普
通
免

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く
に
ゅ
う
　
　
き
ゅ
う
じ

許
　
仕
事
内
容
H
乳
牛
の
搾
乳
、
給
餌

等
（
朝
晩
各
4
時
問
程
度
）
　
給
与
”
月

額
1
7
万
円
以
上
、
賞
与
年
2
回
、
通
勤
手

当
有
　
休
日
”
月
6
回
、
お
盆
、
年
末
年

始
　
問
合
せ
H
中
魚
沼
農
業
共
済
組
合

（
塚
原
町
盈
52
1
2
2
6
4
）

お
　
わ
　
び

　
3
月
2
5
日
号
の
有
利
な
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
（
1
2
ぺ
ー
ジ
）
の
記
事
中
、
克

雪
住
宅
づ
く
り
資
金
貸
付
制
度
の
貸
付
限

度
額
5
5
0
万
円
は
、
5
0
0
万
円
の
誤

り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

プ5平成8年4月10日号
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醍 薪 i

享 轟
郵コ
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l
垂

」

垂
垂
塵

l
P

f 礁
纒

生
湊
舌

肖

葦
∫
董

卜
1 ［

聖

』
l
I E

E

鐵
難
繋
脚
ふ
る
里
の
歴
史
激
歩

熱
鞭
．
灘

　
　
　
　
　
驚

⑲

裾

　
　
　
　
　
　
鑓
滋
楼
、
繊
難

縮
商
入
と
蕪
葉
潰

雛
灘
編
鐵
顯
饗

蘂

　　講

　
江
戸
時
代
に
、
こ
の
地
方
の
名
産

　
　
　
　
　
　
ち
ぢ
み

で
あ
っ
た
越
後
縮
を
商
っ
て
い
た
商

人
が
、
得
意
先
へ
の
土
産
と
し
て
ぜ

ん
ま
い
を
配
っ
て
い
た
こ
と
は
、
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
と

に
、
縮
を
直
接
武
家
屋
敷
や
町
屋
に

販
売
す
る
商
人
が
よ
く
用
い
て
い
ま

し
た
。

　
十
日
町
の
縮
商
人
の
な
か
に
は
、

三
井
越
後
屋
（
三
越
）
・
白
木
屋
・
大
丸

屋
な
ど
、
現
在
も
デ
パ
ー
ト
と
し
て

名
を
と
ど
め
て
い
る
呉
服
問
屋
を
得

意
先
と
し
て
い
る
店
も
あ
り
ま
し
た
。

鐸

簿　　
議　　灘

脇，『辮

　　豪

．
講

鍾

千葉漬

　
大
手
の
呉
服
問
屋
の
奉
公
人
は
す

べ
て
男
で
、
店
内
に
住
み
込
み
、
食

事
も
男
が
作
る
と
い
う
男
ば
か
り
の

世
界
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
店
の
奉
公
人
へ
の
進
物

と
し
て
喜
ば
れ
た
の
は
、
シ
ソ
の
千

葉
漬
で
し
た
。
千
葉
漬
は
、
夏
に
摘

み
と
っ
た
シ
ソ
の
葉
を
、
い
っ
た
ん

塩
漬
け
に
し
て
か
ら
味
噌
に
漬
け
た

も
の
で
、
保
存
が
利
き
、
さ
っ
と
出

し
て
き
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
男
所
帯
の
食
事
に
変
化
を
つ
け
る

も
の
と
し
て
、
重
宝
が
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
店
の

取
引
担
当
者
か
ら
催
促
を
う
け
る
あ

り
さ
ま
で
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
の
本
町
二
丁
目
西
側

　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
ん
ご

に
店
を
構
え
て
い
た
豊
後
屋
は
、
江

戸
城
本
丸
や
御
三
家
の
清
水
家
、
鹿

児
島
・
佐
賀
・
広
島
・
徳
島
・
水
戸

藩
邸
の
奥
向
き
を
得
意
先
と
し
て
い

ま
し
た
。

　
天
保
十
二
年
（
一
八
四
〇
）
の
進

物
の
記
録
を
見
る
と
、
足
袋
・
菓
子
・

半
え
り
・
か
た
く
り
な
ど
と
並
ん
で
、

千
葉
漬
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
千
葉
漬
は
、
名
産
の
越
後
縮
と
並

ぶ
十
日
町
の
名
物
だ
っ
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
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●
●
●
●
●
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醜
圏
翻
圏

…
融
す
こ
や
か
ち
や
ん

“●●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　山の斜面に人や動物などに見える面白い形が現れてきます。これは、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3斜面の雪の消え具合によってできる形（雪形）です。雪形で春の訪れを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3知り、農作業の目安にしている土地もあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　雪が消えると、主に山地の斜面や林の下のやや湿った場所でエゾエン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ゴサクが見られます・ケジ科の多年草で・中部地方の北融ら北海道に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3分布します。草丈は10～30cmで、地中に1～2cmの球根（塊茎）があり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3塊茎からは1本の茎が伸びて葉を付けます。茎の先に2cm前後の花をた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3くさん付けます。花の色は、赤紫色から青紫色まで様々です。木の葉が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3茂げる初夏には地上部はすべて枯れ、地下茎が翌春まで休眠します。エ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ンゴサクの名は、漢名の「延胡索」に由来すると言われています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

十臼町市民の動き

（3目末日現在）

45，265人（前目比一335）

22，257人（〃一167）

23，008人（〃　一168）

（前目比一74）12，746

■人ロ

　男
　女
■世帯数

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
鹿
児
島
県
の
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
が

発
見
し
た
百
武
す
い
星
が
、
3
月
2
5
日

に
地
球
に
最
接
近
し
ま
し
た
。
ご
覧
に

な
っ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
次
に
百
武
す
い
星
と

出
会
え
る
の
は
1
万
4
千
年
後
と
か
。

そ
の
こ
ろ
の
地
球
は
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、

宇
宙
の
広
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
知
ら

さ
れ
る
数
字
で
す
。

　
さ
て
、
新
年
度
を
迎
え
紙
面
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
読
み
や
す
く
、

よ
り
多
く
の
方
か
ら
紙
面
を
開
い
て
も

ら
え
る
よ
う
、
な
い
知
恵
を
ふ
り
し
ぽ

り
ま
し
た
。
あ
れ
も
こ
れ
も
と
欲
張
っ

て
い
る
う
ち
に
取
材
の
コ
ー
ナ
ー
が
増

え
、
こ
の
先
苦
労
し
そ
う
で
す
。
結
果

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
レ
イ
ア
ウ
ト
は

そ
れ
ぞ
れ
好
き
嫌
い
が
あ
り
ま
す
。
担

当
と
し
て
は
結
構
気
に
入
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
読
者
の
方
々
の
辛
口
の
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
㊧ひ
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